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令和６年度ひろしま自然保育推進事業 活動報告書 

令和  年  月  日 

 

 

 

団体所在地 広島市佐伯区五日市 5丁目 6-25 

団体の名称 株式会社 桜の杜 

職 ・ 氏 名 代表取締役 東 真弓美 

（施設名 さくらの杜こはる保育園） 

 

 

１ 活動報告 

 

【４月～６月】(春季)               【７月～９月】(夏季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１０月～１２月】(秋季)            【１月～３月】(冬季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（活動内容） 

・休耕田で草花摘みや虫探し 

・草花を休耕田の傍にある用水路に流したり水

遊びをする 

・サツマイモの水やり 

（活動内容） 

・休耕田で草花摘みや虫探し 

・休耕田の傍にある用水路の水を使って遊ぶ 

・三篠川の浅瀬での川遊び 

・サツマイモの水やり 

（活動内容） 

・サツマイモの水やり 

・サツマイモ堀り 

・焼き芋体験 

・山遊び 

・自然散策 

（活動内容） 

・山遊び 

・焚火 

・自然散策 

 



活動報告（詳細） 

【４月～６月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【７月～９月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１０月～１２月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さくらの杜白木へ初めて行く2歳児クラスの子ども

たち。楽しみと不安でドキドキワクワクの表情や様

子がみられる。休耕田でおたまじゃくしやカエルを

見つけて驚く様子もみられる。保育者が休耕田そば

の水路で草花を流す様子を見せると自分でやって

みたい気持ちが見られる。しかし、経験のない場所

での活動のため、まだ自分で遊びを見つけることが

難しいので子どもたちに自然物を使っての遊びを

保育者が関わりの中で伝えていくことで友だちや

保育者と一緒に楽しむ姿がみられた。自然の中での

活動を繰り返すことで楽しさや魅力を遊びに発展

させていけるようにしていきたい。 

 

さくらの杜白木から近くの三篠川に園バスで移動

し、水遊びを楽しむ。浅瀬で生き物を見つけたりラ

イフジャケットを着用し、水の中に入って石を拾っ

て遊んだり水面に浮かんで遊ぶなど様々な遊びを

行った。最初のうちは水を怖がる子どももいたが

徐々に慣れて思い思いの遊びで楽しむことができ

た。石を積んで水の流れを変えてウォータースライ

ダーのようにして水の流れを使って遊べる子ども

もいた。子供たちと一緒に保育士が水の中の生き物

を網ですくい、見たり触ったりすることで自然を直

接、体感した。 

 

 

 

 

畑で芋ほり後、芋を新聞紙でくるんで水につけてア

ルミホイルで巻いてすくもの中に保育者と一緒に

芋を入れる体験をした。すくもには火がついていた

ので火の熱さで「熱い」と顔を掌で隠しながら芋を

すくもに入れたり熱くて傍までいけない子どもも

いた。焼き芋ができるまでの時間は休耕田で遊んで

過ごし、焼き芋が出来た後は田で焼き芋を食べる。

焼き立ての芋を目の前に子どもたちは嬉しそうに

少しかじっては「甘いね」「熱いね」「おいしいね」

など言いながら嬉しそうに食べていた。サツマイモ

堀りからすくもでの焼き芋をすることで自然体験

と食育を並行し楽しむことがことができた。 

 

 

 

 



【１月～３月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ その他（自然体験活動の実施における今年度のプロセス）※記入必須 

 

 ・ 職員の資質向上について 

（例）こども環境管理士を担当保育士が取得（12月） 

  危機管理研修会に参加し危機管理意識の向上を図る 

白木での活動において子どもたちの安全を第一に考えながら活動の場の整備などを定期的に行うことで

職員全体で誰もが意欲的に保育をする 

 ・ 地域との関わりについて 

（例）専門知識のある地域の方に園庭のぶどうの木の選定や野菜づくりを月一回交流（毎月） 

  専門知識のある地域の方に子どもたちが使う休耕田の整備の仕方を教えていただいたり 

サツマイモの畑の土づくり、畝、苗植え、芋ほり、焼き芋などを行い交流する 

 

 ・ 保護者との関わりについて 

 （例）果物や野菜を保護者と一緒に収穫（毎月） 

子どもたちが現地で採った自然物を園に持ち帰り、保護者と一緒に見たり触ったりする（毎月） 

 

・ その他 

 

 

 

＊より詳しく活動をアピールしたい施設は、ホームページや SNSの URLをご記入ください。 

 

U R L 

 

 

https://sakuranomori-smile.com 

 

 

冬は生き物が落ち着いているため、山の中での探検

を楽しんだ。山の中では枯れた枝や枯れ葉を集めた

り秋に落ちていた木の実を拾うなど個々で遊びを

見つけて子ども同士が楽しむ様子が見られた。山の

斜面を上がったり下りたりする際、身をもって覚

え、危険だと感じたときはお尻を地面につけて滑る

などできるようになった。年間を通して経験したこ

とで子どもたちの自信にもつながり、足腰もしっか

りしたことを実感した。保育者が子どもたちと自然

に楽しみながら関わることで子どもたちを自然保

育に引きこむことにつながると考えるので今後も

自然保と食育を並行しながら子供たちに自然の魅

力を伝える保育をおこなっていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://sakuranomori-smile.com/

